
　

平
成
29
年
4
月
か
ら
、
本
学
大
学
院
寄

附
講
座
と
し
て「
肺
循
環
・
呼
吸
不
全
先
端

医
療
学
」が
開
設
。
同
時
に
呼
吸
器
内
科
に

お
い
て
、
院
内
の
各
診
療
科
と
の
連
携
の

下
に
、
肺
高
血
圧
症
と
呼
吸
不
全
を
中
心

と
し
た
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

労
作
時
呼
吸
困
難
を
徐
々
に
引
き
起
こ

す
代
表
的
な
疾
患
と
し
て
は
、
慢
性
心
不

全
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
C
O
P
D
）や

間
質
性
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
、
さ
ら

に
肺
高
血
圧
症
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
従
来
、

肺
高
血
圧
症
は
予
後
不
良
な
疾
患
で
し
た
。

し
か
し
近
年
で
は
効
果
的
な
肺
血
管
拡
張

薬
の
出
現
に
よ
り
、
予
後
の
改
善
に
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
肺
高
血
圧

症
の
患
者
は
息
切
れ
症
状
を
呈
す
る
患
者

に
紛
れ
て
お
り
、
そ
の
診
断
と
治
療
は
第

一
線
の
診
療
現
場
に
お
い
て
必
ず
し
も
普

及
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

肺
高
血
圧
症
の
内
科
的
治
療
は
、
主
に

肺
動
脈
自
体
に
そ
の
原
因
が
見
ら
れ
る
肺

動
脈
性
肺
高
血
圧
症
の
患
者
に
対
し
て
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
呼
吸
器
疾
患

に
お
い
て
は
、
肺
高
血
圧
症
に
対
す
る
内

科
的
治
療
の
適
応
に
関
し
て
、
必
ず
し
も

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
で
は
、
呼
吸
器
疾
患
を
伴
う
重
症

の
肺
高
血
圧
症
例
に
お
い
て
は
、
一
定
の

基
準
を
満
た
す
場
合
は
特
定
疾
患（
難
病
）

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
認
定
に
あ

た
っ
て
は
、
専
門
施
設
で
の
右
心
カ
テ
ー

テ
ル
に
よ
る
適
確
な
診
断
が
必
須
と
な
り

ま
す
。
一
方
で
肺
血
管
拡
張
薬
の
使
用
は
、

肺
疾
患
の
病
態
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ

と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

肺
高
血
圧
症
の
臨
床
症
状
が
疑
わ
れ
る

症
例
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
当
科

へ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
呼
吸
器
疾
患
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
呼
吸
機
能
障
害
で
は
説

明
し
難
い
労
作
時
呼
吸
困
難
が
認
め
ら
れ
、

心
音
で
の
Ⅱ
音
亢
進
、
心
電
図
の
右
心
負

荷
、B
N
P
高
値
な
ど
を
伴
う
場
合
が
該
当

し
ま
す
。
特
定
疾
患
で
あ
る
慢
性
血
栓
塞

栓
性
肺
高
血
圧
症
を
鑑
別
し
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
右
心
カ
テ
ー
テ
ル
の
適
応

症
例
に
は
検
査
を
施
行
。
そ
の
上
で
在
宅

酸
素
療
法
と
併
せ
て
、
肺
高
血
圧
症
の
新

規
治
療
に
対
す
る
取
り
組
み
を
地
域
の
先

生
方
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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労作時呼吸困難を訴える患者の中に紛れる

肺高血圧症患者に明るい光を！

今月の院長のイチオシ！　『肺循環・呼吸不全先端医療』

汲田 伸一郎 院長

診断・治療
の
流れ

明らかな心疾患がなく、
呼吸機能障害や他の全身
性疾患では説明しにくい
息切れを訴える症例

ステップ❶

心電図での右心負
荷、かつ /または、
BNP高値が認めら
れる症例

ステップ❷

❶、❷がともに
認められる症例
は当科へご紹介
ください

ステップ❸

心エコー検査や右心カテーテル検査による、
肺高血圧症の鑑別診断・確定診断を行うとと
もに、適応症例に対しては、新規治療の導
入を行い連携して管理していきます

ステップ❹

地
域
医
療
機
関
と
連
携
し

隠
れ
た
肺
高
血
圧
症
症
例
を
診
断

肺
血
管
拡
張
療
法
の
導
入
も

肺循環・呼吸不全
先端医療学寄附講座
教授　木村　弘 

1978 年 金 沢 大 学 医 学 部 卒 業。
千葉大学呼吸器内科入局、ペ
ンシルベニア大学内科博士研
究員、千葉大学助教授を経て、
2001 年から奈良県立医科大学内
科学教 授、2017 年 4 月から現
職。2015 年日本呼吸器学会会長。
専門は肺高血圧症、COPD、睡
眠時無呼吸症候群など。
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他
科
と
緊
密
に
連
携
し
て
行
う

身
体
疾
患
に
伴
う
精
神
症
状
の
診
療
経
験
も
豊
富

　

当
科
は
思
春
期
以
降
の
あ
ら
ゆ

る
精
神
障
害
を
対
象
に
、
入
院
と

外
来
で
幅
広
く
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
本
精
神
神
経
学
会
認
定

の
精
神
科
専
門
医
は
も
ち
ろ
ん
、

小
児
精
神
、
老
年
精
神
、
認
知
症
、

て
ん
か
ん
、
身
体
疾
患
に
伴
う
精

神
症
状
な
ど
、
各
領
域
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
の
よ
う
な
精
神
疾
患
で
も
専
門

性
の
高
い
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

特
徴
の
一
つ
は
、
当
院
の
あ
る

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
、
高

齢
者
の
健
忘
、
う
つ
、
幻
覚
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
精
神
症
状
の
診
療
を

得
意
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
か

か
り
つ
け
の
先
生
方
が
認
知
症
か

う
つ
病
か
迷
わ
れ
た
際
な
ど
に
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
当
院
で
鑑
別
診

断
・
治
療
し
た
上
で
お
返
し
す
る
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
多
数
の
診
療
科
を
有
す

る
総
合
病
院
の
精
神
神
経
科
と
し

て
、
特
に
身
体
疾
患
に
伴
う
精
神

症
状
を
診
療
す
る「
リ
エ
ゾ
ン
精
神

医
学
」の
実
践
に
力
を
注
い
で
い
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。
27
床
の
精
神

神
経
科
病
床
で
行
う
入
院
医
療
と

は
別
に
、
常
時
60
人
近
い
他
診
療

科
の
入
院
患
者
さ
ん
に
対
し
、
当

該
診
療
科
の
医
師
に
協
力
し
て
精

神
症
状
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
3
つ
目
の
特
徴
は
、
全
国
的
に
も

早
い
時
期
に
導
入
し
た
m
E
C
T

（
修
正
型
通
電
療
法
）を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
。
麻
酔
科
と
緊

密
に
連
携
し
、
筋
け
い
れ
ん
を
伴
わ

な
い
無
け
い
れ
ん
通
電
療
法
を
安

全
に
実
施
す
る
体
制
を
築
い
て
い

ま
す
。

　
m
E
C
T
は
難
治
性
う
つ
病
の

高
齢
者
な
ど
に
対
し
て
、
よ
り
有

効
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
地

域
で
は
高
い
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
当
院
は
日
本
総
合
病
院
精

神
医
学
会
の
E
C
T
研
修
施
設
に

も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ニ
ッ

ク
か
ら
当
院
へ
の
入
院
依
頼
で
多

い
の
が
、
薬
物
療
法
な
ど
で
改
善

し
な
い
患
者
さ
ん
へ
の
m
E
C
T

の
依
頼
で
す
。
お
困
り
の
症
例
が

あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

1980年東京医科歯科大学医学部卒業後、同大学精
神科入局。スウェーデン・カロリンスカ研究所留
学、東京医科歯科大学臨床生理学教授、生命機能
情報解析学教授を経て、2003年から日本医科大学
精神神経医学教室教授。

精神神経科 部長

大久保 善朗

高齢者の精神症状の診療や
mECTなどで地域から厚い信頼

精神神経科

POINT

1
高齢者の精神症状に対して
地域の特性を踏まえた診療に豊富な経験と実績

POINT

2
各診療科との協力の下、積極的な姿勢で
身体疾患に伴う精神症状をコンサルテーション

POINT

3
いち早くmECT（修正型通電療法）を導入
多数の紹介患者を受け入れている

患者一人ひとりに合わせた治療法を提案し、積極的に治療にあたる
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「
患
者
さ
ん
第
一
」を
モ
ッ
ト
ー
に

チ
ー
ム
医
療
で
最
適
な
ケ
ア
を
め
ざ
す

　
乳
癌
は
、
治
療
法
の
急
速
な
進
歩

や
、
早
期
発
見
に
よ
り
、
多
く
の
場

合
、
治
癒
を
望
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
と
え
再
発
し
て
も
、
適
切

な
治
療
に
よ
り
長
期
生
存
が
期
待

で
き
ま
す
。
一
般
に
、
治
療
期
間
は

長
期
化
し
、
化
学
療
法
で
は
術
前
術

後
を
含
め
、
6
カ
月
程
度
を
要
し
ま

す
。
ホ
ル
モ
ン
療
法
は
術
後
10
年
続

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
法
の
選
択
は
、
癌
細
胞
の
種

類
や
薬
剤
感
受
性
、
進
行
度
な
ど
に

応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
手
術
に
は

乳
房
切
除
術
と
そ
の
後
の
再
建
術
、

ま
た
温
存
術
が
あ
り
、
薬
剤
も
多
く

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
当
科
で
は
、

主
治
医
が
患
者
さ
ん
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
背
景
や
思
い
を
酌
ん
で
最

適
な
治
療
法
を
選
択
す
る「
患
者
さ

ん
の
た
め
に
」を
第
一
に
考
え
た
治

療
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
は
全
診
療
科
が
高
い

レ
ベ
ル
の
診
療
を
行
う
こ
と
と
、
診

療
科
同
士
の
密
な
連
携
が
特
徴
で

す
。
当
科
で
も
医
師
と
癌
治
療
の
経

験
が
豊
富
な
多
く
の
職
種
が
緊
密

に
連
携
し
、
チ
ー
ム
医
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
肺

疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
合
併
症

を
持
つ
患
者
さ
ん
に
対
し
、
関
連
診

療
科
で
の
治
療
と
並
行
し
て
、
乳
癌

治
療
が
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
乳
房
全
切
除
を
行
っ

た
際
の
乳
房
再
建
術
に
お
い
て
は
、

形
成
外
科
と
連
携
し
て
エ
キ
ス
パ

ン
ダ
ー
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
使
用

し
た
術
式
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
化
学
療
法
室
に
は
、
癌

治
療
に
詳
し
い
薬
剤
師
が
常
駐
し
、

療
養
や
生
活
の
相
談
は
日
本
看
護

協
会
認
定
乳
が
ん
看
護
専
門
看
護

師
が
引
き
受
け
て
い
る
の
で
、
安
心

で
す
。

「
患
者
さ
ん
第
一
」の
姿
勢
は
外
来

も
同
様
で
、
受
診
し
や
す
い
よ
う
に

月
～
土
曜
ま
で
診
療
し
、
初
診
時
に

針
生
検
を
行
う
な
ど
迅
速
な
診
断

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来

の
担
当
医
師
が
主
治
医
と
し
て
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
う
患
者
目
線
の

診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
乳
房

に
異
常
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1986年自治医科大学卒業。米国ノースウエスタン
大学医学部がんセンター留学、埼玉県立がんセン
ター部長などを経て、2013年から日本医科大学大
学院乳腺外科教授、当科部長を務める。乳癌の診
断と治療のエキスパート。

乳腺科 部長

武井 寛幸

治癒率とQOLの向上をめざして
「患者第一」の乳癌治療を提供

乳腺科

POINT

1
乳癌治療の選択肢を網羅し
患者の背景や思いにも配慮した治療を提供

POINT

2
診療科間の密な連携により
合併症を抱えた乳癌患者にも安心の治療を

POINT

3
癌治療の経験豊富な多職種のチーム医療で
患者をトータルにケアする

合併症の治療を含め、めざすゴールに向けて多くの
職種によるチーム医療を実践している

乳腺科と病理診断科の合同術前カンファランス 手術件数は年々増加している
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不
安
を
抱
え
る
不
育
症
患
者
を

妊
娠
・
出
産
ま
で
支
え
る
T
L
C
外
来
を
開
設

　
当
科
は
女
性
特
有
の
疾
患
と
、
妊

娠
・
出
産
、
そ
れ
に
関
連
す
る
身
体

的
不
安
要
素
ま
で
幅
広
く
診
療
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
不
育
症
・
習

慣
流
産
、
重
度
の
子
宮
内
膜
症
、
骨

盤
臓
器
脱
の
診
療
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　

不
育
症
・
習
慣
流
産
の
治
療
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
診
療
拠
点

の
一
つ
で
す
。
不
育
症
は
、
妊
娠

は
す
る
も
の
の
流
産
や
死
産
を
繰

り
返
し
て
し
ま
う
状
態
で
、
原
因

は
さ
ま
ざ
ま
。
総
合
的
に
診
療
し

て
、
ど
ん
な
原
因
で
あ
っ
て
も
対

応
す
る
こ
と
が
当
科
の
方
針
で
す
。

原
因
の
一
つ
で
あ
る
子
宮
奇
形
に

対
す
る
子
宮
鏡
下
手
術
は
、
極
め

て
多
数
の
症
例
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
不
安
を
抱
え
る
不
育

症
患
者
さ
ん
を
、
次
の
妊
娠
・
出
産

ま
で
T
L
C（
テ
ン
ダ
ー
・
ラ
ビ
ン

グ
・
ケ
ア
）外
来
で
優
し
く
サ
ポ
ー

ト
し
続
け
ま
す
。

　

ま
た
、
当
科
で
は
内
視
鏡
を
使

用
し
た
低
侵
襲
手
術
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
難
易
度
の

高
い
重
度
の
子
宮
内
膜
症
に
対
す

る
腹
腔
鏡
下
手
術
に
お
い
て
は
、
関

東
一
円
か
ら
患
者
さ
ん
が
集
ま
る

診
療
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
26
年
に
保
険
適
用
さ

れ
た
子
宮
体
が
ん
の
腹
腔
鏡
下
手

術
に
も
注
力
。
婦
人
科
領
域
の
内

視
鏡
手
術
に
対
す
る
経
験
豊
富
な

医
師
が
多
数
い
る
た
め
、
安
心
し

て
手
術
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

骨
盤
臓
器
脱
は
、
子
宮
な
ど
骨

盤
内
の
臓
器
が
腟
か
ら
飛
び
出
す

疾
患
で
、
潜
在
患
者
数
が
非
常
に

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前

は
治
療
後
の
再
発
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
近
年
は
治
療
法
が
進
歩
。

そ
の
主
た
る
も
の
が
、
当
院
が
全

国
に
先
駆
け
て
導
入
し
た
腹
腔
鏡

下
仙
骨
腟
固
定
術
で
す
。
同
手
術

は
当
院
が
平
成
24
年
に
先
進
医
療

認
定
施
設
第
一
号
と
な
り
、
そ
の

後
、
保
険
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
科
は
不
妊
治
療
で
も

チ
ー
ム
医
療
を
通
じ
て
豊
富
な
実

績
を
有
し
、
周
産
期
医
療
の
施
設

は
平
成
30
年
の
新
病
院
オ
ー
プ
ン

で
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。
安
心
し

て
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

1981年日本医科大学卒業後、同大学産婦人科学教
室に入局。1989〜91年米国国立衛生研究所（NIH）
留学。2003年に日本医科大学産婦人科学教室主任
教授に就任、当科部長を兼任。専門は不育症、産
婦人科内視鏡手術学など。

女性診療科・産科 部長

竹下 俊行

不育症、重度子宮内膜症、骨盤臓器脱
の診療に注力し地域内外の信頼を獲得

女性診療科・産科

POINT

1
原因に応じた治療から精神的なケアまで
患者をサポートする不育症の診療拠点

POINT

2
難易度の高い重度の子宮内膜症に対する
腹腔鏡下手術の豊富な経験と実績を有する

POINT

3
全国に先駆けて腹腔鏡下仙骨腟固定術を導入
先端医療を通じて QOL 向上に貢献

女性特有のさまざまな疾患に対して真摯に向き合う医
師やスタッフ

豊富な実績と確かな技術力を駆使して行う内視鏡手術 不育症が原因で来院する患者は年々増加している
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術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
や
再
発
時
の
受
け
入
れ
な
ど

安
心
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

当
科
は
耳
・
鼻
・
口
腔
・
咽
喉
・

頸
部
な
ど
、
頭
蓋
底
か
ら
鎖
骨
上

部
ま
で
の
部
位
に
起
こ
る
疾
患
を

診
療
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

Q
O
L
に
深
く
関
わ
る
器
官
。
常

に
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
耳
・
鼻
・
腫
瘍
な
ど
の
各
領
域

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
多
種
多
様

な
疾
患
に
対
し
、
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
方
法
で
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
先
生
方
か
ら
の
紹
介
も

多
く
、
頭
頸
部
腫
瘍
は
も
ち
ろ
ん
、

慢
性
副
鼻
腔
炎
、
慢
性
中
耳
炎
、
め

ま
い
、
突
発
性
難
聴
な
ど
の
難
治
症

例
に
も
対
応
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
の
治
療
に
は
定
評
が
あ
り
、

手
術
や
舌
下
免
疫
療
法
の
症
例
数

が
極
め
て
豊
富
で
す
。

　
治
療
に
あ
た
っ
て
は
、
安
心
し
て

高
精
度
な
手
術
が
行
え
る
体
制
を

整
え
、
早
い
段
階
か
ら
鼻
科
の
内
視

鏡
手
術
を
は
じ
め
と
す
る m

inim
ally 

invasive surgery

に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
頭
頸
部
腫
瘍
に
は
、
放

射
線
や
化
学
療
法
を
併
用
し
た
集

学
的
治
療
を
行
い
、
近
年
は
中
咽

頭
・
下
咽
頭
腫
瘍
の
手
術
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
手
術
時
は
、
で
き

る
限
り
機
能
を
温
存
し
な
が
ら
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
機
能

回
復
ま
で
を
一
貫
し
て
行
い
ま
す
。

も
し
治
療
後
に
再
発
し
た
場
合
は
、

必
ず
受
け
入
れ
、
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
う
こ
と
で
患
者
満
足
度
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
診
療
科
が
そ
ろ
う
大
学

病
院
の
強
み
と
し
て
、
チ
ー
ム
医
療

が
活
発
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
内
科
的
な
併
存
症
が
あ
っ

て
も
当
科
と
内
科
が
連
携
す
る
こ

と
で
、
手
術
が
可
能
と
な
り
Q
O
L

向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
診
察
か
ら
手
術
ま
で
に

か
か
る
期
間
が
短
い
の
も
特
徴
の

一
つ
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
治
療

と
し
て
鼻
粘
膜
レ
ー
ザ
ー
焼
灼
を

行
う
場
合
、
そ
の
日
の
う
ち
に
実
施

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る

症
例
に
お
い
て
、
専
門
性
の
高
い
ス

キ
ル
を
持
っ
た
医
師
が
で
き
る
限

り
早
く
診
断
・
治
療
を
行
い
、
紹
介

元
の
先
生
方
に
お
返
し
し
よ
う
と

心
が
け
て
い
ま
す
。

1988年 日 本 医 科 大 学 大 学 院 耳 鼻 咽 喉 科 修 了。
1989〜91年米国国立衛生研究所(NIH)留学。2010
年より日本医科大学耳鼻咽喉科教授。主な研究
テーマは舌下免疫療法などアレルギー性鼻炎の新
しい治療法。日本アレルギー学会常務理事。

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 部長

大久保 公裕

耳・鼻・口腔・咽喉・頸部
すべての疾患にスペシャリストが対応

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

POINT

1
患者の QOL に深く関わることを念頭に
安全で高精度な手術・治療をめざす

POINT

2
他科との緊密な連携により
併存症の手術や機能回復が可能に

POINT

3
高いスキルを駆使して迅速に診断し
短い待機期間でスムーズに手術を実施

早期診断・早期治療を行うとともに、患者に寄り添っ
た診療を心がけている

0	

500	

1,000	

1,500	

2,000	

2,500	

3,000	

3,500	

１月	 ２月	 ３月	 ４月	 ５月	 ６月	 ７月	 ８月	 ９月	 １０月	 １１月	 １２月	

2016年度　耳鼻咽喉科　患者数　統計	

付属病院患者数	 外来患者数	 耳科手術 87

鼻科手術 286

口腔咽喉頭手術 225

頭頸部手術 399

合計 997

2016 年度　耳鼻咽喉科手術件数
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幅
広
い
治
療
の
選
択
肢
を
用
意
し

癌
の
機
能
温
存
手
術
で
Q
O
L
を
高
め
る

　

当
科
は
泌
尿
器
疾
患
を
幅
広
く

扱
い
、
腎
移
植
と
男
性
不
妊
を
除

く
、
す
べ
て
の
泌
尿
器
に
関
す
る

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
腎

臓
癌
、膀
胱
癌
、前
立
腺
癌
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
オ
プ
シ
ョ
ン
を

提
供
で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
で

す
。

　

前
立
腺
癌
の
場
合
、
強
度
変
調

放
射
線
治
療（
I
M
R
T
）や
密
封

小
線
源
療
法
な
ど
の
放
射
線
治
療
、

外
科
治
療
で
は
開
腹
手
術
、
腹
腔

鏡
手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腹
腔
鏡

下
手
術
な
ど
の
選
択
肢
を
用
意
。

ホ
ル
モ
ン
療
法
で
は
、
1
次
投
与

後
の
ホ
ル
モ
ン
不
応
答
症
例
に
対

し
て
、
い
く
つ
か
の
薬
剤
を
組
み

合
わ
せ
て
治
療
の
選
択
肢
を
増
や

せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
腎
臓
癌
で
は
、
全
摘
が
必

要
な
場
合
を
除
い
て
機
能
温
存
を

考
慮
し
、
で
き
る
限
り
部
分
切
除

を
行
い
ま
す
。
通
常
行
う
の
は
４

㎝
以
下
の
腫
瘍
で
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
7
㎝
ま
で
対
応
し
、
少
し

で
も
正
常
組
織
を
残
し
ま
す
。
同

様
に
、
膀
胱
癌
で
も
生
命
予
後
に

影
響
が
な
い
場
合
に
は
機
能
温
存

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
外
科
治
療
に
あ
た
っ

て
、
当
科
で
は
内
視
鏡
手
術
に
注

力
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
前
立

腺
癌
の
腹
腔
鏡
下
手
術
は
平
成
12

年
か
ら
実
施
し
、
現
在
は
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
腹
腔
鏡
下
手
術
を
メ
イ
ン

と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も

前
立
腺
肥
大
症
の
内
視
鏡
手
術
、

膀
胱
癌
の
腹
腔
鏡
下
手
術
と
経
尿

道
的
内
視
鏡
手
術
、
尿
路
結
石
の

経
尿
道
的
内
視
鏡
レ
ー
ザ
ー
破
砕

術
な
ど
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
科
は
女
性
泌
尿
器
疾

患
に
も
対
応
し
、
加
齢
に
伴
う
骨

盤
臓
器
脱
、
尿
漏
れ
な
ど
の
排
尿

障
害
に
対
す
る
手
術
や
薬
物
療
法

を
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

女
性
が
抵
抗
な
く
受
診
で
き
る
よ

う
、
外
来
は
主
に
女
性
医
師
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
重
篤
な
疾
患
で
な
く
と

も
、
早
期
発
見
が
患
者
さ
ん
の
幸

福
に
つ
が
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
め
に

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

1985年日本医科大学卒業。米国ピッツバーグ大学
留学を経て、2009年から日本医科大学泌尿器科教
室教授、当院泌尿器科部長を務める。専門は泌尿
器悪性腫瘍。日本泌尿器科学会理事、日本泌尿器
内視鏡学会理事。

泌尿器科 部長

近藤 幸尋

泌尿器3大癌の治療に
先進的で豊富なオプションを用意

泌尿器科

POINT

1
腎臓癌、膀胱癌、前立腺癌に対して
幅広い治療の選択肢を提供

POINT

2
女性の泌尿器疾患の治療にも注力し
女性医師による外来診療を実施

POINT

3
ロボット支援腹腔鏡下手術を含め
あらゆる疾患に対する内視鏡手術を得意とする

男性だけでなく、女性も受診しやすいような環境を
整えている

内視鏡手術に注力しており、ロボット支援腹腔鏡下
手術などさまざまな手術に対応

手術実績 （2016 年１月〜 12 月） 件 件
腹腔鏡下副腎摘除術 11 前立腺生検 336

腹腔鏡下腎摘除術 18 経尿道的前立腺切除術 (TUR-P) 36

開腹腎摘除術 13 ロボット支援前立腺全摘除術 70

腹腔鏡下腎部分切除術 8 腹腔鏡下前立腺全摘除術 1

開腹部分切除術 25 高位精巣摘除術 15

腹腔鏡下腎尿管全摘除術 13 経尿道的尿管結石砕石術 49

開腹腎尿管全摘除術 7 前立腺密封小線源療法 39

経尿道的膀胱腫瘍切除術 (TURBT) 192 その他 212

膀胱全摘除術 14

膀胱部分切除術 1 計 1060
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先
進
的
な
白
内
障
手
術
を
数
多
く
行
い

診
療
科
を
超
え
た
連
携
で
患
者
を
サ
ポ
ー
ト

　

当
科
は
幅
広
い
眼
疾
患
に
対
し
、

手
術
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
診
療

を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
白
内
障
な
ど
の
手
術

を
行
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
多
く
な
り

ま
し
た
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
対

応
の
難
し
い
白
内
障
の
難
症
例
、

網
膜
剥
離
、
角
膜
移
植
の
手
術
を

は
じ
め
、網
膜
硝
子
体
疾
患
、斜
視
、

弱
視
な
ど
の
機
能
性
異
常
、
長
期

的
薬
物
治
療
を
要
す
る
緑
内
障
や

炎
症
性
疾
患
な
ど
を
抱
え
る
患
者

さ
ん
を
、
多
数
ご
紹
介
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
最
近
、
眼
瞼
下
垂
、

涙
道
疾
患
を
専
門
と
す
る
医
師
も

加
わ
り
、
こ
れ
ら
の
手
術
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
手
術
数
が
多
い

白
内
障
で
は
、
難
症
例
の
手
術
の

ほ
か
、
先
進
医
療
で
あ
る
多
焦
点

眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
水
晶
体
再

建
術
を
数
多
く
実
施
。
3
焦
点
レ

ン
ズ
を
含
め
て
、
認
可
さ
れ
た
ば

か
り
の
新
し
い
多
焦
点
レ
ン
ズ
も

積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
単

焦
点
レ
ン
ズ
で
は
不
十
分
と
思
わ

れ
る
症
例
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

ま
た
角
膜
移
植
で
は
、
近
年
始
ま
っ

た
角
膜
内
皮
移
植
術（
D
S
A
E
K
）

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

疾
患
の
原
因
解
明
や
治
療
法
の

開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
眼
疾
患
の

治
療
に
お
い
て
も
内
科
・
外
科
系
の

診
療
科
と
の
協
力
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
べ
ー

チ
ェ
ッ
ト
病
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ

ス
、
原
田
病
な
ど
の
炎
症
性
疾
患

は
深
刻
な
眼
病
変
が
出
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
当
科
は
リ

ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
と
協
力
し
て

生
物
学
的
製
剤
な
ど
に
よ
る
高
度

な
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

手
術
の
際
は
、
形
成
外
科
、
脳
神

経
外
科
な
ど
の
関
連
診
療
科
が
非

常
に
協
力
的
で
、
緊
密
に
連
携
し

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
治
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
失
明
原
因
の
第
１
位
は

緑
内
障
で
す
が
、
失
明
を
防
ぐ
に

は
早
期
発
見
・
治
療
が
重
要
で
す
。

高
齢
者
で
は
一
定
の
割
合
で
緑
内

障
が
見
つ
か
り
ま
す
の
で
、
疑
わ

し
い
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
気
軽
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

1983年日本医科大学卒業後、同大学麻酔科を経て
3年目に眼科に移る。海外留学を経て、2004年か
ら日本医科大学眼科学教室主任教授、当科部長を
務める。専門は角膜疾患。現在も角膜移植、網膜
剥離、白内障手術等を行う。

眼科 部長

高橋 浩

各診療科のスペシャリストがそろい
幅広い眼疾患を診療

眼　科

POINT

1
白内障、網膜剥離、角膜移植をはじめ
難症例の紹介多数

POINT

2
先進の多焦点眼内レンズを積極的に活用し
白内障手術後の QOL 向上へ

POINT

3
内科・外科系の関連する診療科と連携し
安心・安全の治療をめざす

学会などの活動に積極的に参加し、手術教育に力を入れている 先進医療である、多焦点眼内レンズを用いた、多くの手術に対応している



上：専門的な知識、技能を有する臨床検
査技師が多数在籍　下：心肺運動負荷試
験の様子

90
人
の
専
門
性
に
富
ん
だ
臨
床
検
査
技
師
が

医
師
、
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
る

　
当
院
の
臨
床
検
査
部
・
輸
血
部
は
平
成
28
年
、
臨
床

検
査
の
品
質
と
能
力
に
関
す
る
国
際
規
格ISO15189

の
認
定
を
取
得
。
臨
床
検
査
に
は
、
血
液
検
査
な
ど
の

検
体
検
査
、
生
理
機
能
検
査
、
輸
血
検
査
が
あ
り
ま
す
。

当
院
は
そ
れ
ら
の
全
分
野
で
同
認
定
を
取
得
。
生
理
機

能
検
査
は
、
全
国
80
大
学
病
院
中
で
18
番
目
に
早
く
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
検
査
の
プ
ロ
セ
ス
や
結
果
、

医
師
や
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
面

が
、
総
合
的
に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
血
液
、
微
生
物
、
一
般
、
輸
血
、
救
急
、
遺

伝
子
、
超
音
波
、
心
電
図
な
ど
の
各
分
野
で
、
そ
れ
ぞ

れ
専
門
学
会
で
認
定
さ
れ
た
臨
床
検
査
技
師
な
ど
総
勢

90
人
が
在
籍
。
夜
間
休
日
も
含
め
て
24
時
間
体
制
で
検

査
依
頼
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
特
に
細
菌
培
養
検
査
は

休
日
に
も
行
い
、
迅
速
に
適
切
な
治
療
が
行
え
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
通
じ
て
臨
床
検
査
部
・
輸
血
部
は
今
後
も

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

臨床検査部・輸血部

POINT

1
臨床検査の品質を保証する国際規格
ISO15189 の認定を取得

POINT

2
各分野の専門技能を持つ臨床検査技
師が 24 時間体制で検査に対応

日本医科大学傘下の日本医学技術専門
学校および東京理科大学理学部を卒業。
日本医科大学付属第一病院を経て、当
院へ。特に輸血検査が専門。

臨床検査部・輸血部 技師長

橋本 政子

日本医科大学付属病院
患者支援センター 医療連携部門

高
い
専
門
性
を
持
っ
た
看
護
師
が

透
析
患
者
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

　

当
院
で
は
、
慢
性
腎
不
全
の
方
の
血
液
透
析
・
腹

膜
透
析
の
導
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。
透
析
治
療
が
必

要
と
宣
告
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
不
安
や
戸
惑
い
を
抱

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
看
護
師
は
患
者
さ
ん
の
思
い

に
寄
り
添
い
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
尊
重
し
な
が

ら
、
療
養
説
明
、
生
活
調
整
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

血
液
透
析
の
場
合
に
は
日
本
医
科
大
学
腎
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
近
隣
の
維
持
透
析
施
設
と
看
護
サ
マ
リ
ー

を
用
い
て
連
携
し
、
生
活
指
導
の
継
続
を
図
り
ま
す
。

　

腹
膜
透
析
は
在
宅
治
療
の
た
め
、
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
す
。
外
来
で
は
医
師
と
共
に
身
体
的
、

精
神
的
、
社
会
的
な
側
面
か
ら
問
題
は
な
い
か
関
わ

り
、
例
え
ば
旅
行
を
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。
ま
た
院
内
の
看
護
師
へ
向

け
、
腹
膜
透
析
の
勉
強
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
進
展
を
遅
ら
せ
る
治

療
や
生
活
指
導
、
透
析
導
入
へ
向
け
た
十
分
な
準
備

が
で
き
る
よ
う
、
早
め
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

看護部

POINT

1
透析の専門知識を持つ看護師が
患者に寄り添う療養指導を実施

POINT

2
地域の透析施設とも密に連携し
良質な医療の継続を図る

1996年日本医科大学付属病院入職。日
本医科大学腎クリニック、泌尿器科病
棟を経て、血液透析室に勤務。日本看
護協会透析看護認定看護師として、患
者指導、看護師教育、市民講座等を行う。

看護部
日本看護協会透析看護認定看護師

森田 智子

上：透析室。地域の関連クリニックと連
携　下：患者の不安を取り除けるような
対応を心かけている


